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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.165 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

「
２
０
１
５
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

９
月
18
日
午
後
０
時
15
分
か
ら
、
札
幌
市
の
「
か
で
る
ホ

ー
ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約
４
０
０
名
が
参
加

し
て
２
０
１
５
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
交
通
事
故
多
発
期
間
に
重
点
事
項
を
定
め
、

全
国
一
斉
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
か
け
る
運

動
で
、
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

総
決
起
大
会
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
高
橋
は
る
み
道
知
事
、
室
城
信
之

道
警
察
本
部
長
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
熱
心
な
交
通
安
全
活
動

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
一

人
で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
大
会
を
契
機
に
、

よ
り
一
層
の
交
通
安
全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
遠
藤
連
道
議

会
議
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
北
海
道
交
通
事
故
被
害
者
の
会
会
員
の

髙
石
洋
子
様
か
ら
「
悲
劇
を
な
く
す
た
め
に
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
、
次
に
、
北
海
道
警
察
本
部
製
作
に
よ
る
交
通
安

全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
光
と
闇
の
危
険
」
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
道
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
後
、
協
業
組
合
公

清
企
業
の
磯
部
和
宏
様
か
ら
、『
道
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
強
く
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
し
っ
か
り
守
り
、
交
通
安
全
を
自
ら
の
こ
と
と
捉
え
、
責

任
の
あ
る
行
動
を
実
践
す
る
』
と
の
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、

総
決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

第
14
回
「
バ
イ
ク
に 

�

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ｉ
ｎ
さ
っ
ぽ
ろ
」

７
月
12
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
で
、

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
が
主
体
と
な

り
、
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
道
内
で

も
二
輪
車
利
用
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
件
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
二

輪
車
利
用
者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
を
行
い
、

パ
レ
ー
ド
隊
長
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
の

後
、
白
バ
イ
隊
員
と
隊
長
を
先
頭
に
札
幌

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動 

�

「
飲
酒
運
転
根
絶 

道
民
の
集
い
」

７
月
13
日
、
道
庁

赤
レ
ン
ガ
前
庭
で
、

夏
の
交
通
安
全
運
動

「
飲
酒
運
転
根
絶　

道
民
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
道

民
に
広
く
交
通
安
全

の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
向
上
を
呼
び
か
け
、

特
に
、
未
だ
繰
り
返

さ
れ
る
悪
質
な
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
向
け
、

道
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
た
め
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
後
、

Ａ
Ｉ
Ｒ-
Ｇ
高
山
秀

毅
様
、
林
唯
衣
様
か

ら
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
お
話
を
い
た

だ
き
、
続
い
て
、
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の

進
藤
亮
佑
様
か
ら
飲

酒
運
転
根
絶
宣
言
並

び
に
飲
酒
運
転
根
絶

コ
ー
ル
を
行
い
、
多

く
の
方
々
に
飲
酒
運
転
根
絶
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

「
集
い
」
閉
会
後
に
は
、
道
庁
東
門
周
辺

に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗
や
手
旗
を
持
っ
て

「
旗
の
波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
飲
酒
運
転
根
絶
な

ど
交
通
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

居
眠
り
事
故
防
止
街
頭
啓
発

７
月
17
日
、
岩
見
沢
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

下
り
線
で
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

啓
発
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
に
、
居
眠
り

防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
な
ど
、
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会 

�

「
第
28
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

毎
年
７
月
に
会
員
の
親
睦
と
錬
成
の
た

め
、「
ニ
セ
コ
〜
赤
れ
ん
が
庁
舎
間

１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」
を
実
施
し
、
今
年
で

28
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
は
、

赤
れ
ん
が
庁
舎
建
設
１
０
０
周
年
記
念
の

折
り
に
始
め
た
も
の
で
、
当
初
か
ら
、
交

通
安
全
の
啓
発
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
７
月
26
日
、
ニ
セ
コ
山
系
の

麓
を
朝
６
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
、
夕
方
４

時
頃
に
ゴ
ー
ル
の
赤
れ
ん
が
庁
舎
に
到
着

し
ま
し
た
。
全
員
が
交
通
安
全
の
ゼ
ッ
ケ

ン
を
着
用
し
な
が
ら
の
リ
レ
ー
方
式
で
行

い
ま
し
た
が
、
途
中
、
中
山
峠
の
道
の
駅

で
は
全
員
で
休
憩
中
の
旅
行
者
な
ど
に
啓

発
物
品
を
配
り
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
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早めから　つけるライトで　消える事故

バ
イ
ク
の
日
街
頭
啓
発

８
月
７
日
、
小
樽
市
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
、
小
樽
市
を
始
め
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
来
道
し
た

ラ
イ
ダ
ー
に
三
角
フ
ラ
ッ
グ
や
啓
発
資
材

等
を
配
布
し
、
疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
た
ら

休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

る
な
ど
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
っ
ぽ
ろ
自
転
車 

�

押
し
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
月
１
日
、
札
幌
市
役
所
聖
火
台
前
広

場
に
お
い
て
、
札
幌
市
が
主
催
す
る
さ
っ

ぽ
ろ
自
転
車
押
し
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開

始
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
関
係
機
関
・

団
体
が
参
加
し
、
自
転
車
利
用
者
に
押
し

歩
き
を
お
願
い
し
、
歩
行
者
の
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
意
識

を
広
め
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車

安
全
日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
差
点
等
に
お
い
て
、

警
察
官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等

に
よ
り
歩
道
走
行
そ
の
他
違
法
行
為
を
し

て
い
る
自
転
車
に
対
す
る
指
導
警
告
や
自

転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付
け
及
び
夜
光

反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル
ー
ル
の

周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
７
月
３
日　

ダ
イ
エ
ー
東
札
幌
周
辺

・
７
月
17
日　

地
下
鉄
月
寒
中
央
駅
周
辺

・
８
月
７
日　

厚
別
警
察
署
周
辺

・
８
月
21
日　

Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
周
辺

・
９
月
４
日　
中
央
区
狸
小
路
１
〜
３
丁
目

北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊・ 

　

交
通
安
全
祈
願
式
の
開
催 

�

及
び
北
海
道
交
通
遭
難
者 

�

家
族
の
会
に
つ
い
て

６
月
30
日
、
滝
川
市
南
滝
の
川
東
公
園

に
お
い
て「
第
28
回
北
海
道
交
通
遭
難
者
慰

霊
・
交
通
安
全
祈
願
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
の
後
、
北
海
道
交
通
安
全
協
会
会

長
ほ
か
２
名
の
方
か
ら
慰
霊
の
こ
と
ば
が

あ
り
、参
加
者
全
員
が
献
花
し
、交
通
事
故

の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
し
、
交

通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

交
通
遭
難
者

家
族
の
会
は
、

昭
和
63
年
か
ら

「
北
海
道
交
通

遭
難
者
慰
霊
・

交
通
安
全
祈
願

聖
観
音
菩
薩

像
」
の
下
、
こ

の
祈
願
式
を
他

３
団
体
と
共
催

で
行
い
遭
難
者
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加
や
、
会
独

自
で
行
っ
て
い
る
旗
の
波
運
動
な
ど
の
街

頭
啓
発
を
通
じ
て
交
通
事
故
の
撲
滅
を
図

る
た
め
の
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
内
の
交
通
遭
難
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
、

こ
の
家
族
の
会
へ
ご
加
入
い
た
だ
き
、
毎

年
６
月
28
日
に
滝
川
市
で
行
わ
れ
る
慰

霊
・
祈
願
式
に
ご
参
列
し
ま
せ
ん
か
。

加
入
申
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
滝
川
市

役
所
く
ら
し
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
５-

２
８-

８
０
１
２（
直
通
）
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外出は　明るい笑顔と　反射材

〈寄付金〉� （敬称略）
【交通安全運動支援資金】

■寄付（2口）　

住　所 個人・団体名 金額（円）

6月 札 幌 市 カントリーヘイライド 
実行委員会 80,000

8月 札 幌 市 吉野　三郎 250,000

【交通遺児育英資金】
■寄付（1口）　

住　所 個　　　人 金額（円）
6月 札 幌 市 植村　泰也 2,000

■募金（5口）	 �

住　所 団　体　名 金額（円）

6月 札 幌 市 カントリーヘイライド 
実行委員会 20,000

7月 札 幌 市 株式会社アペックス 9,187

8月

栗 山 町 一般社団法人札幌地区 
トラック協会南空知支部 139,200

寿 都 町 ライダーズミーティングin
寿都実行委員会 70,000

紋 別 市 紋別市交通安全運動推進協議会・
株式会社交通学園紋別自動車学校 43,826

〈一般募金〉�
■羽根募金（1口）

団　体　名 金額（円）
8月 羽幌自動車学校 24,431

■箱募金（2口）

団　体　名 金額（円）
6月 北海信用金庫　札幌支店 24
7月 鹿追交通少年団 46,820

皆様からのご支援、ありがとうございました。

7月
4000日▶島牧村
3000日▶北竜町
2500日▶妹背牛町、神恵内村
1500日▶様似町
1000日▶壮瞥町、美深町、幕別町

  700日▶美瑛町、留萌市、斜里町
  500日▶�厚真町、新ひだか町、 

音更町、標津町
  300日▶富良野市

8月
7500日▶西興部村
4500日▶音威子府村
3500日▶古平町
2000日▶浦臼町
1500日▶幌延町

1000日▶寿都町、標茶町、鶴居村
  700日▶�蘭越町、中富良野町、 

遠軽町、上士幌町
  500日▶奈井江町
  200日▶江別市、北見市

9月（予定を含む）
5500日▶積丹町
3000日▶新篠津村
2500日▶ニセコ町、上ノ国町
2000日▶津別町、大空町
1500日▶羽幌町、足寄町
1000日▶知内町

  700日▶福島町、浜頓別町、釧路町
  500日▶�白老町、洞爺湖町、 

えりも町、東川町、 
中頓別町

  300日▶�美唄市、三笠市、北広島市、
稚内市

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 交 通 事 故 死 ゼ ロ 運 動 顕 彰 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

8月18日　島牧村4000日

7月30日　北竜町3000日

6月28日　カントリーヘイライドin北海道
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ルールむし　しん号むしは　わるいむし

日
高
町
は
、
日
高
管
内
の
西
部
に
位
置

し
、
日
高
地
区
の
あ
る
北
東
か
ら
門
別
地

区
の
あ
る
南
西
に
流
れ
る
「
沙
流
川
」
の

源
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
東
部
は
北
海
道
の
屋
根
と
い
わ

れ
る
日
高
山
脈
が
そ
び
え
、
周
囲
を
大
小

の
山
岳
が
取
り
巻
き
、
南
西
部
は
な
だ
ら

か
な
地
形
を
な
し
て
お
り
、
沙
流
川
、
門

別
川
、
波
恵
川
、
慶
能
舞
川
、
賀
張
川
、
厚

別
川
が
太
平
洋
に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。

北
側
に
位
置
す
る
日
高
地
区
は
、
内
陸

気
候
圏
に
属
し
て
い
る
た
め
寒
暖
の
差
が

大
き
く
、
冬
は
１
ｍ
前
後
の
積
雪
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
南
側
に
位
置
す
る
門
別
地
区

は
、
太
平
洋
に
面
し
た
海
洋
性
気
候
の
た

め
、
積
雪
も
少
な
く
比
較
的
温
暖
な
気
候

に
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
域
は
、
間
に
平
取
町
を
挟
ん
だ
「
飛
び

地
」
に
な
っ
て
お
り
、
本
庁
と
総
合
支
所
間

の
距
離
は
約
65
㎞
で
、
車
で
約
１
時
間
の
行

程
と
な
り
、総
面
積
９
９
２・６
７
㎢
の
エ
リ

ア
に
山
と
海
の
特
性
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

日
高
町
は
、
日
高
地
区
に
は
日
勝
峠
が

あ
り
、
ま
た
門
別
地
区
で
は
国
道
２
３
５

号
と
２
３
７
号
が
富
川
市
街
地
中
心
部
で

交
差
す
る
な
ど
交
通
の
要
と
な
り
、
非
常

に
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
勝
峠
付
近
で
は
、
車
同
士
の
接
触
事

故
が
多
く
発
生
、
ま
た
富
川
市
街
地
の
国

道
交
差
点
付
近
で
は
、
児
童
生
徒
が
多
く

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
富
川
市
街

地
の
国
道
交
差
点
を
中
心
に
街
頭
啓
発
活

動
が
多
く
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

４
期
の
交
通
安
全
運
動
の
際
に
は
、
各

地
区
の
安
全
協
会
や
各
団
体
等
が
中
心
と

な
り
交
通
安
全
啓
発
に
努
め
て
お
り
、
パ

ト
ラ
イ
ト
作
戦
や
街
頭
指
導
等
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
国
道
の
交
差
点

に
は
、
今
年
の
春
に
は
交
通
安
全
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
も
建
て
ら
れ
、
夜
に
な
る
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
、
交
通
安
全
の

啓
発
に
一
役
買
い
、
毎
月
15
日
の
道
民
交

通
安
全
の
日
に
は
街
頭
で
プ
ラ
カ
ー
ド
や

旗
に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

取
り
組
み
と
し
て
、
こ
の
交
差
点
横
断
歩

道
を
中
心
に
富
川
市
街
地
の
交
差
点
に
飛

び
出
し
や
巻
き
込
み
事
故
被
害
の
防
止
の

た
め
「
足
型
目
印
シ
ー
ル
」
が
貼
り
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
富
川
交
通
安
全
協
会

が
、
門
別
警
察
署
の
地
域
・
交
通
課
長
の

「
横
断
歩
道
の
白
い
部
分
だ
け
を
踏
ん
で

渡
ろ
う
と
す
る
子
供
た
ち
」
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
、
形
に
し

て
作
成
し
た
も

の
で
す
。

貼
り
付
け
る

際
に
は
、
安
全

協
会
員
と
警
察

署
員
が
一
緒
に

な
り
、
箒
を
手

に
砂
ぼ
こ
り
や

ゴ
ミ
を
掃
き
、

児
童
ら
が
車
道

ギ
リ
ギ
リ
に
立

た
な
い
よ
う
に

位
置
を
決
め
、

全
国
的
に
多
発

し
て
い
る
よ
う

な
信
号
待
ち
時

の
悲
惨
な
事
故

が
、
日
高
町
内

で
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
願
っ
て

貼
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
、
す
で
に
町
内
に
お
い
て
２
件
の

死
亡
交
通
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
て
お
り
、

２
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
各
地
区
安
全
協
会
や
各
団
体
と

も
協
力
し
合
い
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
を

中
心
に
事
故
の
な
い
日
高
町
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

日
高
町

（
日
高
振
興
局
）

と
ま
れ
！ 

足
形
目
印
シ
ー
ル
で

�

飛
び
出
し
防
止
対
策

①
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留
萌
市
は
、
北
海
道
西
北
部
に
お
け
る

留
萌
振
興
局
管
内
の
中
心
都
市
で
あ
り
、

水
産
加
工
を
基
幹
産
業
と
し
、
さ
ら
に
国

の
重
要
港
湾
を
核
と
し
て
、
た
ゆ
ま
ぬ
発

展
を
続
け
て
い
る
マ
チ
で
す
。

市
の
地
形
を
概
観
す
る
と
、
東
西
に
走

る
留
萌
川
を
中
心
に
両
翼
に
は
平
原
、
丘

陵
が
続
き
、
南
側
の
地
形
は
比
較
的
高
度

の
あ
る
山
並
み
が
あ
り
、
北
部
は
低
位
な

丘
陵
地
で
す
。

市
の
中
心
部
は
商
店
街
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
、
南
部
に
は
官
公
庁
、
学
校
、
住
宅

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
留
萌
市
は
、

西
に
は
日
本
海
、
南
北
に
は
暑
寒
別
天
売

焼
尻
国
定
公
園
が
連
な
り
、
暑
寒
別
山
系

を
は
じ
め
夢
の
浮
島
と
い
わ
れ
る
天
売
・

焼
尻
が
望
ま
れ
ま
す
。
特
に
晴
れ
た
日
に

は
、
遠
く
利
尻
・
礼
文
の
島
影
が
夕
陽
の

輝
く
日
本
海
に
浮
か
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、
風

光
明
媚
な
マ
チ
で
す
。

市
名
の
由
来
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
ル
ル
モ

ッ
ペ
が
語
源
で
す
。
ル
ル
は
（
汐
）
モ
は

（
静
）
ヲ
ッ
は
（
あ
る
）
ペ
は
（
水
）
の
こ

と
。「
汐
が
奥
深
く
入
る
川
」
と
い
う
意

味
で
、
留
萌
市
を
流
れ
る
留
萌
川
か
ら
名

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動

留
萌
市
は
、
南
に
国
道
２
３
１
号
、
北

に
国
道
２
３
２
号
、
東
に
国
道
２
３
３
号

が
交
わ
る
地
点
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
型
車
両
の
通
行
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
４
期
40
日
の

期
別
運
動
は
も
と
よ
り
、
緊
急
の
Ｍ
Ｒ
Ｏ

（
増
毛
町
・
留
萌
市
・
小
平
町
）
パ
ト
ラ
イ

ト
監
視
作
戦
や
飲
酒
機
会
が
増
え
る
年
末

に
飲
食
店
・
遊
技
場
訪
問
を
し
、
飲
酒
運

転
根
絶
を
呼
び
掛
け
る
運
動
な
ど
を
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
参
加
型
の
運
動
も
目
指
し

て
お
り
、
園
児
が
啓
発
ポ
ッ
プ
を
片
手
に
、

通
過
車
両
に
対
し
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

や
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」
を
呼
び
か
け

る
街
頭
啓
発
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
教
育

留
萌
市
に
は
、
交
通
安
全
女
性
指
導
員

が
10
名
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

安
全
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
交
通
安
全

教
室
で
は
、
寸
劇
や
腹
話
術
、
ク
イ
ズ
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
に
信
号
や
道
路
標
識
、
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
「
楽
し
く
、

分
か
り
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
敬
老
の
日
に
向
け
、
各

幼
稚
園
・
保
育
園
で
行
わ
れ
る
祖
父
母
と

の
集
い
の
中
で
、
夜
光
反
射
材
の
効
果
な

ど
を
説
明
し
て
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
事
故
に
遭
わ
な
い
」
こ
と
を

願
っ
て
、
孫
か
ら
祖
父
母
に
夜
光
反
射
材

を
渡
し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

昨
年
、
留
萌
市
で
は
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

市
町
村
」
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
現
在

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
２
年
間
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
を
密
に
し
市
民
一
体
と
な
っ
て
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に

引
き
続
き
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
の

「
第
10
次
留
萌
市
交
通
安
全
計
画
」
の
策

定
に
向
け
、
道
の
計
画
に
準
じ
な
が
ら
地

域
の
実
態
に
沿
っ
た
施
策
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道

留
萌
市

（
留
萌
振
興
局
）

市
民
一
体
と
な
っ
た 

�
交
通
安
全
運
動
の
街  

留
萌
市

②
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横断は　いくつになっても　右左

地域交通安全実践活動ニュース
根絶！飲酒運転　セーフティ
コール車両パレードの実施
� 渡島地区交通安全推進協議会

昨年７月の小樽市の海水浴場・本年６
月の砂川市の国道での飲酒運転による交
通事故死の発生をうけ、夏の交通安全運
動期間中の全道統一行動日（セーフティ
コール）において渡島地区では７月13日
に「根絶！飲酒運転　セーフティコール
車両パレード」を実施し、広く地域住民
に飲酒運転根絶を呼びかけました。

参加は、北海道渡島総合振興局・北海
道警察函館方面本部・函館市の主催によ
り、運転代行業者４社、函館地区のハイ
ヤー会社４社、函館バス、函館地区トラ
ック協会など車両15台の参加により実施
しました。

10時30分に渡島総合振興局駐車場に集
合、開会式で主催者からのあいさつの後、
白バイ２台の先導により渡島総合振興局
を出発、「根絶！飲酒運転」のステッカー
を貼った車両で、函館市内のメインスト
リートから国道５号線を通り渡島総合振
興局へ戻ってくる約１時間のパレードを
実施、「飲酒運転根絶」を呼びかけて終了
しました。

交通安全推進員の声

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
〜

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
宗
谷
地
区
交
通
安

全
推
進
員
の
木
村
で
す
。

交
通
安
全
推
進
員
に
平
成
26
年
４
月
か
ら
就
き
、

み
な
さ
ん
の
た
め
に
何
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
…

か
ら
早
１
年
６
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
仕
事
の
内
容
も
わ
か
ら
ず
迷
惑
を
か

け
な
が
ら
な
ん
と
か
仕
事
を
す
る
日
々
で
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
に
係
わ
る
関
係
機
関
、
団
体
等

が
ど
れ
だ
け
あ
り
、
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か

全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
機
関
、
団
体
の
方
々
の
協
力
、
取
り
組
み
、

そ
し
て
努
力
に
市
民
の
一
人
と
し
て
も
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
自
身
、
ハ
ン
ド
ル
を
毎
日
握
る
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
り
、
ま
た
歩
行
者
で
も
あ
り
ま
す
。
恥
ず
か
し

い
こ
と
に
推
進
員
に
な
る
前
は
、
な
ん
と
な
く
交
通

安
全
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
、
道
路
を
利
用
す
る
人
々
が

交
通
安
全
の
意
識
を
高
く
持
ち
行
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

砂
川
市
で
の
飲
酒
運
転
事
故
も
あ
り
、
報
道
で

毎
日
の
よ
う
に
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
に
つ
い
て
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
々
目
に
す
る
飲

酒
運
転
事
故
。
事
故
の
減
る
こ
と
の
な
い
現
実
に

憤
り
と
と
も
に
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
す
。「
ち
ょ
っ

と
だ
け
な
ら
」「
す
ぐ
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
安
易
な

考
え
に
よ
っ
て
周
り
の
人
を
危
険
な
目
に
遭
わ
せ

た
り
、
最
悪
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
命
を
大
切
に

し
、
自
分
の
不
注
意
、
あ
ま
い
考
え
で
他
人
を
巻
き

添
え
に
し
て
し
ま
う
こ
と
の
重
大
さ
を
日
々
考
え

て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
に
も

足
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

宗
谷
地
区
で
は
、
独
自
活
動
と
し
て
６
月
、
12

月
に
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
、
昨

年
度
に
増
し
、街
頭
に
て
夜
光
反
射
材
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
等
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
地
域
の
啓
発
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
悲
惨
な
交
通
事
故
が
１
件
で
も
無

く
な
る
よ
う
「
交
通
安
全
の
大
切
さ
」
を
伝
え
、一

人
ひ
と
り
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
積
極

的
に
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
も
「
７
大
セ
ー
フ
テ

ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
推
進
し
、北
海
道
か
ら
一
人
で

も
犠
牲
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

北
海
道
の
冬
、
白
銀
の
世
界
も
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
〜“
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
北
海
道
”

宗谷地区

木村　一枝

交
通
安
全
へ
の
思
い

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
一

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
、
こ
の

間
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
、
デ
イ

ラ
イ
ト
調
査
、
事
故
現
場
検
証

な
ど
直
接
の
活
動
、
市
町
と
の

連
絡
調
整
な
ど
の
間
接
的
な
活

動
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
根
室
地
区

は
、
公
共
交
通
機
関
が
未
発
達

な
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
も
車

に
頼
る
生
活
が
中
心
と
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
必
然
的
に
免
許
所

有
者
や
車
保
有
台
数
が
、
他
の

地
区
に
く
ら
べ
て
高
く
な
り
、

人
口
の
割
に
事
故
率
も
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
の
厳
し
い
気
象

条
件
下
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

発
生
な
ど
、
さ
ら
に
事
故
に
遭

遇
す
る
場
面
が
多
く
な
る
状
況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
管
内
の
事

故
死
の
発
生
時
期
を
見
ま
す
と
、

意
外
な
こ
と
に
冬
季
の
事
故
は

少
な
く
、
夏
型
事
故
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
現
場
の
検
証
を

す
る
と
信
号
機
の
な
い
交
差
点

で
の
事
故
が
多
く
、
一
見
す
る

と
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
事
故
が
お
き
る
の
か
と
不
思

議
に
な
る
場
所
が
多
い
の
も
事

実
で
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
管

内
の
事
故
は
、
ま
だ
ま
だ
防
げ

る
要
素
が
強
い
の
で
は
な
い
か

と
最
近
感
じ
て
お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
私
の
推
進
員

と
し
て
の
活
動
が
、
交
通
安
全

の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

私
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
員
と

し
て
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
と
き
は
、

以
前
よ
り
増
し
て
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

根室地区

丸山　一之
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秋の行楽期ならびに輸送繁忙期に向けて、市民総参加による
室蘭市交通安全人と旗の波運動（沿道からの街頭啓発・車両パ
レード・市民の集い）が９月８日（火）に実施されました。「む
ろらん広域センタービル」前の沿道では、胆振総合振興局・胆
振教育局・室蘭市の職員等、約250名が人と旗の波街頭啓発に
参加し、小旗や交通安全旗、横断幕を掲げ、道行く市民や通行
する車両に対して、交通安全を呼びかけました。

夏の交通安全運動期間中の７月13日にセーフティコールを
実施しました。小雨が降る中、交通安全推進委員、老人クラブ
及び婦人会より31名の協力をいただき、国道38号沿い「南ふ
らの道の駅」前で、通過車両に安全運転をアピールするため

「旗の波作戦」を行いました。

上川地区�����������������������������������������������������南富良野町

胆振地区�����������������������������������������������������������室蘭市

西興部村は「交通事故死ゼロ８,000日達成（平成28年12月
25日）」を目指して交通安全運動を展開しています。昨年から
始めた「旗の波運動」は、オホーツク海から日本海までの北海
道を横断する国道239号線沿線で交通安全旗を振る運動です。
これは交通安全運動に欠かせない皆で取り組む一体運動であ
り、その延長線上に無事故があると思っています。

オホーツク地区�����������������������������������������������西興部村

「第21回ライダーズミーティングin寿都」が８月９日に開催
されて、道内外のバイク愛好家が集まり交通安全パレードが行
われました。
「全てのバイク乗りへの交通安全の呼びかけと意識の高揚」

などの趣旨を掲げ、オートバイ約50台、約60人が参加し、警
察車両を先頭に交通安全旗を付けた愛車で弁慶岬から寿都温泉
ゆべつのゆまでの国道沿いをバイクで走行しながら交通安全の
啓発が行われました。

後志地区�����������������������������������������������������������寿都町


